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衆
議
院
議
員
た
が
や
亮
君
提
出
消
費
税
と
独
占
禁
止
法
の
阻
却
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
た
が
や
亮
君
提
出
消
費
税
と
独
占
禁
止
法
の
阻
却
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

今
般
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
お
い
て
は
、
制
度
の
導
入
後
も
免
税
事
業
者
か
ら
課
税
事
業
者
と
な
る
事
業
者
は
一

部
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
上
に
、
個
々
の
免
税
事
業
者
に
よ
っ
て
、
課
税
事
業
者
に
な
っ
た
際
に
必
要
な
消
費
税
の
価
格
へ

の
転
嫁
の
程
度
も
異
な
る
な
ど
、
そ
の
影
響
は
、
個
々
の
事
業
者
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
私
的
独
占

の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
。
以
下
「
独
占
禁
止
法
」
と
い
う
。
）
、

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
二
十
号
。
以
下
「
下
請
法
」
と
い
う
。
）
等
に
お
け
る
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
実
施
を
契
機
と
し
た
取
引
条
件
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
の
明
確
化
、
各
事
業
者
団
体
等
へ
の
法
令
遵

守
の
要
請
及
び
書
面
調
査
と
い
っ
た
取
組
を
通
じ
て
、
個
々
の
事
業
者
が
置
か
れ
た
状
況
を
踏
ま
え
た
取
引
環
境
の
整
備
に

万
全
の
対
応
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
、
鈴
木
財
務
大
臣
は
、
令
和
五
年
五
月
十
五
日
の
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
に
お
い
て
、
「
今

回
の
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
個
別
の
対
応
を
す
る
」
と
答
弁
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
の
２
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
「
免
税
事
業
者
及
び
そ
の
取
引
先
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
へ
の
対
応
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
（
令
和
四
年
一
月
十
九
日
財
務
省
・
公
正
取
引
委
員
会
・
経
済
産
業
省
・
中
小
企

業
庁
・
国
土
交
通
省
公
表
）
の
「
Ｑ
七 

仕
入
先
で
あ
る
免
税
事
業
者
と
の
取
引
に
つ
い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
を

契
機
と
し
て
取
引
条
件
を
見
直
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
独
占
禁
止
法
な
ど
の
上
で
は
ど
の
よ
う
な
行
為
が
問
題
と

な
り
ま
す
か
。
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た
行
為
等
、
独
占
禁
止
法
、
下
請
法
等
に
違
反
す
る
事
案
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
法
律
等
に
基
づ
き
厳
正
に
対
処
す
る
こ
と
と
な
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
今
般
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
お
い
て
は
、
制
度
の
導
入
後
も
免
税
事
業
者
か
ら
課
税
事
業

者
と
な
る
事
業
者
は
一
部
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
上
に
、
個
々
の
免
税
事
業
者
に
よ
っ
て
、
課
税
事
業
者
に
な
っ
た
際
に
必

要
な
消
費
税
の
価
格
へ
の
転
嫁
の
程
度
も
異
な
る
な
ど
、
そ
の
影
響
は
、
個
々
の
事
業
者
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
事
業
者
が
共
同
し
て
行
う
消
費
税
の
価
格
へ
の
転
嫁
に
つ
い
て
、
独
占
禁
止
法
の
規
定
を
適
用
し
な
い
と
す
る

措
置
は
講
じ
な
い
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
一
の
１
に
つ
い
て
及
び
一
の
２
に
つ
い
て
で
述
べ

た
取
組
を
通
じ
て
、
事
業
者
の
方
々
が
不
当
な
取
扱
い
を
受
け
な
い
よ
う
、
取
引
環
境
の
整
備
に
万
全
の
対
応
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。 


